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1
「笑い」 という新 しい視点か ら福音書のテキス トを読みなお し,新 しいイ
エス像 を探求することが本稿の課題である。すでに本論集第45号(2010年,




る批判や論争の中にも,か な り多 く見いだされる。イエスの人間認識は鋭 く
的確であ り,敵対者たちの問題点や偽善性 をはっきりと見ぬき,皮 肉たっぷ
りに彼 らを批判 している。そこに居あわせた聴衆の中には,笑 いが 自然に生
まれていたのであろう。
「律法学者」は,聖 書の律法(法 律)に 関する研究,教 育 を任務 とするの
みではな く,ユ ダヤ教会堂の指導者や裁判官の座に着き,ユ ダヤ教支配体制










な都市知識人階級 を中心に発展 し,理想主義 ・進歩主義 ・革新主義的な傾向
が見いだされ,あ る意味では西欧近代の 「ピューリタニズム」とも比較 しう
るであろう。しか しなが ら,彼らはユダヤ教律法を守 りえない人間たちを「地
の民」(土民)と 呼び,厳 しい差別の対象 となしていた。社会の 「最底辺者」
たちとともに生 きるイエスは,フ ァリサイ派 と厳 しい論争を展開せざるをえ
なかったのである。
以下,テ キス トは基本的に 『新共同訳聖書』(日本聖書協会,2006年)か
ら引用 したが,部 分的に修正 を加えた り,私訳を掲 げた場合 もある。「イエ
スの笑い」を論ずるためには,イ エスの活動現場における生 き生きとした発
言を再現させるような表現の工夫が今後の課題 となるであろう。た とえば,














ら,彼 らが言 うこ とは,す べ て行 い,ま た守 りなさい。 しか し,彼 らの
行 い は,見 倣 って はな らない。(3節)
彼 らは背負いきれない重荷 をまとめ,人 の肩に載せるが,自 分ではそれ
を動かすために指一本貸そうともしない。(4節)
あなたたち偽善者は不幸だ。人々の前で神の国を閉ざすからだ。 自分が
入 らないばか りか,入 ろうとする人をも入 らせ ない。(13節,一部修正)
はっ か ういきょう
あなたたち偽善者は不幸だ。薄荷,い のんど,薗 香 の十分の一は献げ
るが,律 法の中で最 も重要な正義 慈悲,誠 実 はないがしろにしている
からだ。(23節)
あなたたちはぶよ一匹さえも漉 して除 くが,ら くだは飲み込んでいる。
(24節)
最初の発言にはマタイ的要素が混入 しているが,そ れ以上にイエスの皮肉
な批判精神が充溢 している。第2の 発言とともに主語が 「彼 ら」なので,イ
エス周辺の民衆に向かって語 られたのであろう。爆笑の光景が目に浮かんで
くる。
第2の 「重荷」 とは,ユ ダヤ教 の律法を守って生 きることの比喩である。
イエス周辺の人間は社会の最底辺に生 きる者が多 く,ユ ダヤ教の戒律や儀礼
を遵守しえないような状況にあった。律法学者やファリサイ人たちは重荷 を
背負わせるだけで,指 一本貸そうともしない。重荷 をまとめて肩まで載せ る
ことができるのに,そ の力をまった く使おうともしない。「指一本」 という
表現が聴衆の笑いを引 き出している。
第3の 発言はイエスの笑いの傑作の一つであろう。イエス特有の辛辣 な批





第4は 説明不要であろう。第5は それを皮肉たっぷ りに語 り直 しており,
「らくだ」を用いた大小関係の極端な比喩の巧みさにおいて,次 の言葉 と共
通 している。





の用語法である。 なお,「施 し」「祈 り」「断食」 はユ ダヤ教の根本 にかかわ
る宗教儀礼である。
あなたは施 しをするときには,偽 善者たちが人か らほめられようと,会




偽善者たちは,人 に見てもらお うと,会堂や大通 りの角に立って祈 りた
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しくす る。 はっ き り言 ってお く。彼 らは既 に報 い を受 けてい る。 あなた
は断食す る とき,頭 に油 をつ け,顔 を洗い な さい。 それは,あ なたの断
食 が人 に気づ かれず,隠 れた ところにお られるあ なたの父 に見 ていただ
くためで ある。(6,16-18)
「断食」については,次 のようなイエスの言葉 も伝え られている。イエス
及びイエス周辺の民衆は断食をしていなかった。 というよりも,いつ も食べ
るべ き物がないような状況であったので,断 食 どころではなかったのであろ
う。今は婚礼の時,悦 びの時であ り,決 して断食の時ではないのである。
人々 はイエス の ところ に来 て言 った。 「ヨハ ネの 弟子た ち とフ ァリサ イ
派 の弟子 たちは断食 してい るの に,な ぜあ なたの弟子 たちは断食 しない
のですか。」 イエ スは言 われた。「花 婿が一緒 にい るの に,婚 礼の客 は断
食 で きるだろ うか。」(マ ル コ2,18-19)
3
イエスのこんな発言が残されている。われわれは文書化された福音書 を読








洗礼者ヨハネが来て,パ ンも食べずぶどう酒 も飲 まずにいると,あ なた
一51一
桃山学院大学キリス ト教論集 第47号
がた は,「あれ は悪霊 に取 りつか れてい る」 と言 い,人 の子 が来 て,飲
み食 いす る と,「見 ろ,食 い 意地 のは った酒飲 みだ。徴税 人 や罪人 の仲
間だ」 と言 う。(ル カ7,31-34,一部修正)。
これもまた実にうまい語 り口だ。そして,どこかで聞いたような気がする。
そう,あ の 「か らし種」の讐え(マ ルコ4,30-32)の出だし部分 とそっ くり
ではないか。「神 の国 を何 にた とえようか。 どの ようなたとえで示そ うか
……」である。ここでもイエスはきわめて気楽 に語っているのである。そ し
て,「今の時代 の人たち」及び 「彼 ら」という三人称を用いて,そ の時代一





だが,こ こから状況が一変する。主語 も一般的な 「彼 ら」ではなく,目の
前にいる 「あなたがた」に変わっている。その 「あなたがた」とは,洗礼者
ヨハネが禁欲的な生活をすると,「あれは悪霊に取 りつかれている」と批判 し,





ちの姿勢を,イ エスはまった く子供 じみた ものとして扱っているのだ。聴衆
の間には失笑が漏れていたにちがいない。 もしこれが後半部分だけだとする
と,別 に何の面白みも愛嬌 もない。たんなる冷たい皮 肉でしかない。だが,
前半の比喩をあらか じめ語ることによって,様 相はガラリと一変 し,皮肉な
笑いが生まれてくる。
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4
「律法学者」に対する批判を見てみよう。
律 法学者 に気 をつ けな さい。彼 らは,長 い衣 を まとって歩 き回るこ とや,
広 場で挨拶 され るこ と,会堂 では上席,宴 会 では上座 に座 ることを望 み,
また,や もめの家 を食 い物 に し,見 せか けの長い祈 りをす る。 この よう





う。「挨拶」については,律 法の知識において劣 っている者(位 の低い者)







「や もめの家 を食い物 にし」と 「見せかけの長い祈 りをする」は別 々の事柄
ではな く,社会的弱者である 「や もめ」たちに律法を教え,謝 礼 として金品
を提供 させたうえ,そ の口実として自己弁護的な長ったらしい祈 りをす ると
いうことである。
次の言葉 もまた,裁 判官役 を務める律法学者たちを批判 しているのであろ





人 を裁 くな。 あ なたが た も裁か れない ようにす るた めであ る。 あなたが
たは,自 分 の裁 く裁 きで裁か れ,自 分の量 る秤 で量 り与 え られ る。
(マタイ7,1-2)
イエスは,律法学者たちを真正面から痛烈に批判 している。
あなたたちは不幸だ。 自分の先祖が殺 した預言者たちの墓 を建てている
からだ。こうして,あ なたたちは先祖の仕業の証人 とな り,それに賛成
している。先祖 は殺 し,あ なたたちは墓を建てているからである。
(ルカ11,47-48)
これは大い なる逆説の言葉 であ り,大 い なるブ ラック ・ジ ョー ク,ブ ラッ
ク ・ユーモ ア として読 まれなけれ ばな らないで あろ う。 ブラ ック ・ユ ーモ ア
は,「反社会性 」「反逆的 な性格 」 を特徴 と してお り,端 的に言え ば 「タブー
を笑 う」 ことにほか な らず,あ る種 の ドス黒 さが つ きま とってい る(阿 刀 田
高 『ユー モア革命』 文 春新書,2001年)。もちろん,預 言者 た ちの墓 を建 て
るこ と自体が批判 され るべ きで はない。だが イエ スは,預 言者 た ちを殺 した
まつ えい
末商たちがその墓 を建てていると批判するのである。そ して,預 言者たちの
墓を建てたその人間たちが,民 衆か ら預言者 とみなされていた洗礼者 ヨハ ネ
やイエスを殺すことに加担す る。
「悪 しき農夫」の讐えもまた,こ のような 「ブラック」系列の延長線上 に
位置づけられるのではないかと思われる。そ して,こ こにもまたやはりイエ
スのどす黒い笑いが潜んでいる。
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そ こで また,他 の僕 を送 ったが,農 夫 た ちはその頭 を殴 り,侮 辱 した。
更 に,も う一人 を送 ったが,今 度は殺 した。 …… さて,こ のぶ どう園の
主人 は,ど うす るだろ うか。(マ ル コ12,1-9)
この物語 の 「主人」 は 「神 」,「ぶ どう園」 は 「イス ラエ ル⊥ 「僕」 は 「預
言 者」,そ して 「農 夫た ち」 は 「ユ ダヤ教 指導 者」 の隠喩 であ ろ う。 イエス
はこ こで,イ ス ラエルの管理 を委 ね られてい るユ ダヤ教指導 者た ちを痛 烈 に
批判 してい るのであ る。共観福 音書 も,ユ ダヤ教指 導者 たちが 「イエ スが 自
分 たち に当てつ けて このた とえを話 された と気づ い た」(マ ル コ12,12,ルカ
20,19)と記 してい る。 なお,省 略 した5節 後 半～7節,及 び9節 後半 ～11
節 は,原 始 キ リス ト教団 に よる付 加 であろ う。
イエスの ブラ ック ・ユ ーモア は,金 持 が死 んで地獄 に落 ちる 「金持 と乞 食
ラザロ」の物語(ル カ16,19-26),驕り高ぶ る金持 の命が取 り上げ られる 「愚
か な金持」の物語(ル カ12,16-20)などに も見い だ され る。
5
イエスが 「悪霊追放」を積極的になしていたことは,福音書のあちこちに
記されている。マルコ福音書はそれを編集句において繰 り返 し強調 している
(マルコ1,35,3,11-12など)。ルカ福音書には次のように記 されている。「三
日目にすべてを終える」は原始キリス ト教団による加筆であろう。
ち ょうどその とき,フ ァリサ イ派 の人 々が何 人か近寄 って来て,イ エス
に言 った。「ここを立 ち去 って くだ さい。ヘ ロデがあ なた を殺 そ う とし
てい ます。」イエス は言 われた。 「行 って,あ の狐 に,『今 日も,明 日も,
悪 霊 を追 い出 し,病 気 をいや し,(三 日目にすべ てを終 える)』 とわた し










りつかれ ている」 と言 い,ま た,「悪霊 の 頭 の力で悪霊 を追い 出 してい
る」 と言 っていた。 そ こで,イ エスは彼 らを呼び寄せ て,た とえを用 い
て語 られた。 「どう して,サ タ ンが サ タ ンを追 い出せ よう。 国が 内輪 で
争 えば,そ の国 は成 り立た ない。 家が内輪 で争 えば,そ の家 は成 り立た
ない。 同 じように,サ タンが 内輪 もめ して争 え ば,立 ち行かず,滅 びて
しまう。 また,ま ず 強い人 を縛 り上げ なければ,だ れ も,そ の人 の家 に
押 し入 って,家 財道具 を奪 い取 る ことはで きない。 まず縛 ってか ら,そ
の家 を略奪 する もの だ。」(マ ルコ3,22-27)











それに続 く讐えがまた面白い。自らの悪霊追放の業を,家 の家財道具 を略
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奪する 「強盗」に讐えているのである。「強い人」はその家の中に住む悪霊
の頭であるベルゼブル(あ るいはサ タン),その家に押 し入 り家財道具を略
奪するのが,な んと神(あ るいはイエス)で ある。まさにびっ くりしてしま






汚れた露 は,人 か ら出て行 くと,砂 漠 を うろつ き,休 む場 所 を探 すが,
見つ か らない。そ れで,「 出て来 たわが家 に戻 ろ う」 と言 う。そ して,
戻 ってみ る と,家 は掃 除 をして,整 え られ ていた。 そこで,出 か けて行
き,自 分 よ りも悪い ほかの七つ の露 を連れ て来て,中 に入 り込 んで,住






人々は,イ エスの言葉 じりをとらえて陥れ ようとして,フ ァリサイ派や
ヘロデ派の人を数人イエスの ところに遣わした。彼 らは来て,イ エスに
言った。「先生,わ た したちは,あ なたが真実な方で,だ れをもはばか
らない方であることを知っています。人々を分け隔てせず,真 理に基づ




べ きで し ょうか,納 めて は な らない で し ょうか。」イエ ス は彼 らの下 心
を見抜 いて言 わ れた。「なぜ,わ た しを試 そ う とす るのか。 デナ リオ ン
銀貨 を持 って来て見せ な さい。」彼 らがそ れを持 って来る と,イ エ ス は,
「これ は,だ れの 肖像 と銘 か」 と言 われ た。彼 らが,「皇帝 の ものです 」
と言 うと,イ エス は言 われ た。 「皇 帝の もの は皇帝 に,神 の もの は神 に
返 しなさい。」(マ ル コ12,13-17)
冒頭部分はマルコの付加 した編集句であるが,全 体的状況はこのようなも
のであったと考えてよいであろう。マルコ福音書 によれば,「人々」とは 「祭




がって,こ の論争はイエスと神殿勢力 との厳 しい対決という視点か ら読 まれ
なければならないであろう。
ここで問われているローマへの納税に関 して,フ ァリサイ派(そ の中でも
特に伝統的ユダヤ主義を強調するシャンマイ派)は 断固拒否の立場,「ヘ ロ
デ派」(ローマ皇帝の偲偏的存在)は 当然それを容認する立場である。すな
わち,イ エスがローマへの納税 を容認 しようが拒否 しようが,い ずれにせ よ
は
逃れようのない罠に嵌め られるしかない。絶体絶命の危機である。まさに,
「イエスの言葉 じりをとらえて陥れようとして⊥ 念入 りに準備 されていたの
であろう。
しかしなが ら,イエスの方 もさすがに 「彼 らの下心を見抜いて」,「デナリ
オン銀貨を持って来て見せなさい」 と言い放つ。 この意外性に満ちた一語が
実にすばらしい。 よくもまあこんな時にこんな事 を言えるものだ。その場の
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らない。おそ らくイエスはその銀貨を手に取ってじっくりと眺めた後で,彼
らにそれを手渡 しなが ら,お もむろに 「だれの肖像 と銘か」 と言ったのだろ
う。イエスはまさに千両役者である。攻守が完全に入れ替わっている。敵対
者たちの頭の中はかなり混乱 していたはずである。そして,彼 らが 「皇帝の




エルサレム神殿への神殿税であ り,「皇帝の ものなら皇帝にお返 し申 し上げ




イエスの目前にいる敵対者たちは,フ ァリサイ派(=納 税拒否)と ヘロデ





のものは神 に返せ ということさ。(どんなにいやだと言ってみても,ど うせ
お前たちファリサイ派が厳 しく取 り立ててい くにきまっているか らな。)」
イエスのこの言葉は,フ ァリサイ派 とヘロデ派の両方に対する鋭い批判に
なっている。「納税は是か否か」 という敵対者たちの問いかけをややず らし
ながら,権力を笠に着て税金 を徴収 している人間たちの現実 を,皮 肉や嫌味
をたっぷ り籠め,や やか らかいなが ら批判 しているのである。ローマへの税
であれ神殿への税であれ,重 税 に苦 しんでいた民衆 は思わず失笑 してしまっ
たにちがいない。
なお,こ の段落の冒頭部分はマルコの編集句なので,も ともとは 「ファリ
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サイ派」のみのところにマルコが 「ヘロデ派」を付加 した可能性 もある。し
か しながら,や は り両方を批判するものとした方が刺激的でイエス らしい。
7
次の 「離縁論争」の中にも,イエスのユーモア精神が見いだされる。
ファ リサ イ派 の人 々が近寄 って,「夫 が妻 を離縁 す る ことは,律 法 に適
ってい るで しょうか」 と尋 ね た。 イエス を試 そ うと したのであ る。 イエ
スは,「モー セは,お 前 たちに何 と命 じたか」と問い返 された。彼 らは,
「モーセ は,離 縁状 を書 い て離 縁す る こ とを許 しま した」 と言 った。 イ
かたく
エス は言わ れた。「お前 た ちの心が頑 な なので,こ の よ うな掟 をモ ーセ
は書い たのだ。 しか し,天 地創造 の初めか ら,神 は人 を男 と女 とにお造
りになった。それ ゆえ,人 は父母 を離れ てその妻 と結 ばれ,二 人 は一つ
の肉体 となる。 だ か ら二人 は もはや別 々で はな く,一 つ の肉体 であ る。
従 って,神 が結 び合 わせ て くださった もの を,人 は離 しては な らない。」
(マル コ10,2-12,一部修正)
ファリサイ派が押 しかけてきたのは,い つ ものように 「イエスを試そうと
した」か らである。「離縁」 について,イ エスがどれだけ律法に精通 してい




し,気 に入 らな くなったときは,離 縁状を書いて彼女の手に渡 し,家 を
去 らせる。(申命記24,1)
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いかに古代社会であるとはいえ,「男中心主義」をあか らさまに主張 して
いる。もちろん,「人」とは 「夫」であ り「男」である。「妻をめ とり」とは,
「女 をとらえる」「女を自分のものにする」とい う意味である。つまり,妻 は
夫の所有物であり,自分が気に入 らなくなったときは,妻 を追い出すことは
夫(男)の 「権利」であ り 「義務」なのである。
妻の 「恥ずべ きこと」 とは,元 来はいわゆる 「不倫」などかな りシビアな
ことが考えられていたのだろう。 しかしなが ら,このような条項はか ぎりな
く拡大解釈されてい く。 しかも,妻 の言い分が考慮 されるわけではなく,ど
こまでも夫の側の身勝手な判断にゆだねられ合法化 されていく。そして,「モ
ーセは,離縁状を書いて離縁することを許 しました」と言う。すなわち,「妻
に何か恥ずべ きことを見いだし」という限定などまった く無視 して,離 縁状
さえ書けば自由に離縁で きるという論理にす り替えられている。
イエスは,モ ーセがこのような掟を書いたのは,お 前たちの心が頑なだか






妻 と結ばれ,二 人は一つの肉体 となる」とたたみかける。
イエスの言わんとしていることは明らかであろう。愛 しあう男女の現実を









そして最後に,イ エスは 「神が結び合わせてくださったものを,人 は離 し
てはならない」 とおもむろに宣言する。これは決 して一般的 ・普遍的な離婚
禁止宣言などではない。イエスを 「試そ うとした」ファリサイ派の 「男たち」
との論争の中で発せられた言葉であり,離縁状一枚で男が女をかんたんに離
縁できた時代の 「男中心主義」に対する烈 しい闘いの言葉なのである。 した
がって,イ エスの主張は明 らかであろう。「お前たち男どもが勝手 に女 を離




お前た ち も聞いてい る とお り,「姦淫す るな」と命 じられてい る。しか し,
わた しは言 ってお く。情 欲 を抱 いて女 を見 る者 はだれで も,既 に心 の中






人間(男)の 「情欲」そのもの,内 面的な 「心」の奥底にまで徹底 している。
もちろん,イ エスが 「心」を重視 しているわけではない。 どこまで も敵対者
(=男)たちへの激 しい批判 としてである。大胆 に意訳すれば,次 のように
なるであろうか。「たとえお前たちが くそ真面 目な人間で,姦 淫の罪を犯 し
たことなどないとして も,情欲をもって女を見たことぐらいあるはずだ。そ
のような気持で女 を見ている人間は誰でも,心 の中で姦淫の罪を犯 したこと
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になるのだ1」
男が女に対 してどれほど強い情欲を抱 くものか,イ エスは知 り尽 くしてい
たのであろう。男 としての情欲を抱いているか ぎり,敵対者たちも即座に反
論することは難 しかったにちがいない。情欲を抱かないような男などいるは
ずがない。やたらに他者の罪 を答めるばか りではな く,たまには自分 自身の
内面を正直に見つめ直 してみたらどうなのだ。お前たちは情欲 を抱いて女 を
見たことが一度 もないのか。 この時のイエスはかな り憤っていたにちがいな
い。そして同時に,懸 命に笑いをかみころ していたにちがいない。
さらにイエスは 「殺人」に関しても,モーセ律法 に異議をさしはさむ。こ
の言葉がイエス自身の ものかどうか迷 うところだが,後 半部分のきわめてオ
ーバーな表現は,イエスらしい悪戯っぽさと笑いの精神が入 り混 じっている。
お前たちも聞いているとお り,昔の人は 「殺すな。人を殺 した者は裁 き
を受ける」 と命 じられている。 しかし,わ たしは言ってお く。兄弟に腹
を立てる者はだれで も裁 きを受ける。兄弟に 「ばか」 と言う者は,最 高





人間の外 か ら中 に入 って来 る もので,人間 を稜 しうる もの な ど何 もない。
む しろ逆 に,人 間の 中か ら出 て来 る ものが,人 間 を稜す のであ る。
(マル コ7,15,私訳)
非常に抽象的で難解な発言 という印象 をいだかれるであろう。 しか しなが




す ぐ後の19節で,そ れは 「腹の中に入 り,そ して便所へ と出て行 く」 と書か
れているか らである。新共同訳はそれを 「外に出される」 と訳 している。イ
エスが 「便所」などという単語を使 うはずがないと考えているか らだろうか。
だが これは文字通 りに訳されなければならない。すなわち,食 物は腹の中に
入 り,(大便 となって)便 所へ と出て行 くだけのものだか ら,人 間を械すも
のではないのである。ここでイエスは食物規定全体 を廃棄 している。 という
よりも,そ のような規定を文字通 り一笑に付 している。食物は,「腹の中に
入 り,便所へ と出て行 く」だけだと,多少ふ ざけなが ら発言したのであろう。
次に,後 半の 「人間の中から出て来るものが,人 間を稜す」が検討 されな
ければならない。「人間の中か ら出て来るもの」とは,は たして何 をさして
いるのであろうか。多 くの研究者が,そ れをいわば内面化 し,人 間の 「心」
や 「言葉」や 「意志」や 「主体性」などに還元 している。 しかしなが ら,私
はそれをここで もやは りきわめて即物的に理解 したい。すなわち,「人間の
中から出て来るもの」 もまた,や はり19節の 「腹の中に入 り,便所へ と出て
行 く」 もの(=大 便)な のである。すなわち,「人間を稜す ものは,食 物 な
どではな く大便 じゃないか。あれこそほんとうに汚ねえからな」。
これはユダヤ教の 「食物規定」に対する批判である。「貧困 と飢餓」 とい
うぎりぎりの状況を生 きている人間にとって,ど の食べ物を食べてよいかな
どということは,ま ったく問題にはならなかったであろう。目の前にあるも
のをガツガツと食べて しまうしかないのである。イエスの発言はそんな人々
の正直な気持ちを代弁するものであろう。
これもまた,皮 肉とユーモアに満ちた実にイエスらしい名セリフと言わね
ばならないであろう。おそらくイエス周辺にいた聴衆の間に大爆笑の渦 をひ
きおこしたにちがいない。やや気品には欠けるけれども,イ エスの笑いの上
位にランクされるであろう。イエスはまさにこういう人間だったのだ。だか
らイエスは魅力的なのだ。
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